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論 文 内 容 の 要 旨 
 建設あるいはそれにかかわる産業活動に伴い大量の泥土が発生し、その有効利用促進が望まれている。それ
らを脱水あるいは生石灰の添加等によって土質改良し、盛土材など、土材料として利用することは可能である。
しかし、その改良土は有償売却されにくく、期待どおりに利用されていないのが現状である。泥土のリサイク
ルを促進させるためには、土材料程度ではなく、粒状物にして砕石代替材として路盤へ利用するなど、土材料
よりも高度な利用が必要である。 
 そこで、本研究では、泥土をセメントを用いて粒状化処理し、路盤材や歩道舗装材として利用することにつ
いて検討した。 
 まず第１章では、泥土の発生とリサイクルの現状および、骨材や土砂類など、建設資源の利用状況や各種建
設副産物の再利用状況を概説し、セメントを用いて泥土を粒状化処理して利用することの有用性とその問題点
を示し、研究の目的と論文の構成について述べた。 
 第２章では、砕石スラッジを泥土試料とし、セメント固化・破砕方式による定置式プラントで泥土固化砕石
を作製し、突固め試験およびホイールトラッキング試験により、路盤への適用性を検討した。その結果、セメ
ント量が多く、十分に改良された泥土固化砕石では突固めによる再泥土化が起こらないこと、また非水浸条件
における繰返し載荷に対する変形抵抗性が路盤材の品質規格を満足するクラッシャランと同等以上であること
を示した。 
 第３章では、泥土固化砕石のセメント安定処理歩道舗装材としての適用性について各種室内実験により検討
した。その結果、十分な透水性とすべり抵抗性を有し、土系舗装以上の耐摩耗性と路面温度の上昇抑制効果お
よび、転倒しても細粒度アスファルト舗装やコンクリート平板舗装に比べて安全な性能を持つ歩道舗装を構築
できることを示した。 
 第４章では、セメント撹拌粒状化方式による可搬式の粒状化装置を用いて泥土の粒状化処理実験を行い、必
要セメント量は多くなるものの、この方式によれば泥土の発生現場でも粒状化が可能なことを示した。さらに、
ソイルミキサを用いた室内での撹拌粒状化実験から、泥土の種類に関係なく、概ね40～60％程度の含水比であ
れば、粒状化できること、またそれらを締固めたときの支持力や透水性は、みかけ粒子の硬度に依存すること
を示した。 
 第５章では、泥土固化粒状物からのアルカリ溶出を取り上げ、泥土とセメントを混合して作製した円柱供試
体を泥土固化粒状物とみなして二酸化炭素を用いた中性化処理実験を行い、その処理方法の効果を検討した。
その結果、二酸化炭素でpHを8.5～9程度まで抑制できること、中性化させるための二酸化炭素の量は供試体
を作製したときのセメント量に対して概ね30～40％であること、ただし強度を低下させるため、泥土固化粒状
物のみかけ粒子の硬度が低下することを示した。 
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最後に、第６章では、第２章から第５章で得られた結論をまとめた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 地下鉄工事や建築物の基礎工事などでの掘削、港湾・河川等の浚渫、そのほか採石場での採掘・選別などに
よって大量の土砂が排出される。これらは、これまで臨海部での土地造成や廃棄物処分場の覆土などに利用さ
れてきたが、近年、そうした大量の需要は減少し、それらに代わる有効利用方法が課題となっている。一方、
砂礫質の土砂は盛土材、埋戻し材などとして利用されても、細粒土は利用されにくい。特に、泥土と呼ばれる
高含水率で泥状を呈するものの有効利用は極めて難しい。石灰などの添加により、使いやすい土質に改良する
ことができるが、その改良土が優先的に利用されるわけではない。そのため、泥土がそのまま、あるいは不十
分な改良だけで不法投棄されたり、仮置き場に長く放置されたりして、環境保全上や防災上などの問題が起き
ている。これを解決するために泥土の新しい用途を開発することは、喫緊の研究課題と言える。 
 大量に使用されている道路用砕石の一部を泥土の改良土で代替させることは、これまでにも期待され、また
検討もされてきた。しかし、泥土の改良土は強度等の性質が市販砕石に比べて劣ると考えるのが一般的であっ
たこと、どこまで改良すれば道路材料として適用可能か、また適用の方法が明らかでなかったことから、利用
は試験的なものに止まっていた。本論文の著者は、砕石スラッジで代表されるような泥土の場合、既に開発・
実用化されている装置とセメント等の固化材を用いて市販砕石とほぼ同等の粒状物にまで再生できること、お
よび再生された泥土固化粒状物は、路盤材として適用可能なだけでなく、その特徴である吸水・保水性を活か
して歩道舗装の表層にも適用可能なことを明らかにし、そのために必要なセメント等の添加量を示している。 
 また、従来、セメント等による固化物の道路・地盤材料としての利用においては、アルカリ溶出という問題
があった。本論文の著者は、これを二酸化炭素を用いて抑制することについて検討し、それが可能なことと、
そのための二酸化炭素の使用方法と必要量、およびその処理が粒状物の強度に及ぼす影響を明らかにしている。 
 さらに、泥土固化粒状物を、定置式プラント方式でなく、可搬式の撹拌装置を用いる方式により泥土発生現
場でも製造可能なこと、および両方式により製造される粒状物の性状の違いを明らかにしている。 
 以上のとおり、本論文の著者は、セメントを用いた泥土固化粒状物の路盤材や歩道舗装材としての適用性を
示すことに成功している。これらの成果は、建設リサイクル工学および舗装工学の発展に寄与するところが大
きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
